
■ 主催／総務省・内閣官房・文部科学省・農林水産省・環境省　■ 後援／岐阜県　岐阜県教育委員会

子ども農山漁村交流プロジェクトセミナー子ども農山漁村交流プロジェクトセミナー
　子ども農山漁村交流の新たな取組やさらなる進展を考え

ている団体等の皆様へ、特別講演や取組事例の発表をもと

に、学校等の送り側と農山漁村地域の受入側による協働で

取り組む重要性、課題解決の方向性を考える機会のほか、

関係者のネットワークを形成するセミナーを開催します。

　多くの皆様のご参加をお待ちしています。

「子供農山漁村体験の果たす役割と教育的意義」「子供農山漁村体験の果たす役割と教育的意義」
～送り側と受入側の協働による取組への期待～～送り側と受入側の協働による取組への期待～
（独）国立青少年教育振興機構
青少年教育研究センター　参事　小林 真一 氏

● 送 り 側
 大垣市・安八郡安八町組合立東安中学校

校長　後藤 秀樹 氏          
● 受 入 側
 一般社団法人ふるさと体験飛騨高山

事務局長　鈴村 仁孝 氏
● 先進事例
 日野町商工観光課

課長　福本 修一 氏

〈 過去のセミナー参加者の声 〉
●子どもに学ばせるべき内容と指導方法の工夫につ
いて参考になった （受入関係者）

●活動の意義や呼びかけ方など実際に活動している
方の話を聞くことが出来て大変参考になった

（自治体職員）

●行政、学校、地域それぞれの立場から宿泊体験活
動の課題と成果について考える機会となった

（コーディネーター）

■ 開催日：2020年2月19日（水）
■ 時　間：12：45～ 16：50（開場 12：00）
■ 対象者：行政職員、学校教職員、教育委員会、PTA・NPO関係者、
 受入地域団体、教育や地域づくりに関心のある方 等
 （一般の方もぜひご参加ください！）
■ 参加費：無料（定員 50名）※事前申込制
 ※定員になり次第、募集を締め切らせていただきます。

■ 会　場：じゅうろくプラザ 中会議室２
（岐阜県岐阜市橋本町１丁目 10番地 11　058-262-0150）

▶アクセス
　http://plaza-gifu.jp/access/
※無料の駐車場はありません。施設内または最寄りの有料駐車場
をご利用ください。
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～子ども達のために！農山漁村の未来のために！～～子ども達のために！農山漁村の未来のために！～



【お申し込み・お問い合わせ】ランドブレイン株式会社 本社地域経営グループ（本事業受託事業者）
Mail：kodomoproject@landbrains.co.jp　　Fax：０３（３２６４）８６７２

お問い合わせ先：Tel：０３（３２６３）３８１１　担当：齋藤、山内

【岐阜会場】お申し込み方法　※令和２年２月12日（水）までにお申し込みください。

★☆ 以下の申込表に必要事項を記入いただき、メール・FAXでお申込みください。☆★
フ リ ガ ナ 都道府県名 都道府県

氏 名 市区町村名 市区町村

所 属 役 職

連絡先電話 連絡先メール

フ リ ガ ナ 都道府県名 都道府県

氏 名 市区町村名 市区町村

所 属 役 職

連絡先電話 連絡先メール

※書き込みきれない場合は、別紙に「氏名・都道府県名・市区町村名・所属・連絡先」をご記入いただきお申し込み下さい。
※今回いただきました参加者の個人情報は、当事業の運営及び参加者へのご案内・お問合せ以外には使用いたしません。

《プログラム》《プログラム》
12：45 開会 ･挨拶
12：50 国の施策説明
 総務省、内閣官房、文部科学省、農林水産省、環境省
13：20 特別講演「子供農山漁村体験の果たす役割と教育的意義」 
  ～送り側と受入側の協働による取組への期待～
 （独）国立青少年教育振興機構
 青少年教育研究センター　参事　小林 真一 氏
14：10 （休憩）
14：20 事例紹介
 ●送り側
 　大垣市・安八郡安八町組合立東安中学校
 　校長　後藤 秀樹 氏               
 ●受入側
 　一般社団法人ふるさと体験飛騨高山
 　事務局長　鈴村 仁孝 氏
 ●先進事例
 　日野町商工観光課
 　課長　福本 修一 氏
15：50 講師・事例発表者と参加者との直接対話、交流
16：50 閉会
 ※諸事情によって演題等を変更する場合があります。
 　あらかじめ御了承下さい。

● 特別講演　講師プロフィール
　 独立行政法人 国立青少年教育振興機構青少年教育研究センター　参事　小
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■専門分野
　青少年教育、青少年の体験活動（教育学修士、社会教育主事資格、中学校・高等学校教員免許状）
■職歴・経歴
　昭和 57年 千葉県公立中学校教員、平成 7年 国立磐梯青年の家専門職員（千葉県から出向）
   平成 10年 国立オリンピック記念青少年総合センター専門職員
　平成 15年 独立行政法人国立少年自然の家国立山口徳地少年自然の家事業課長
   平成 19年 独立行政法人国立青少年教育振興機構教育事業部企画・推進課長
　平成 25年度 同国立諫早青少年自然の家 所長、平成 28年度 同国立山口徳地青少年自然の家所長
   平成 30年度 現職
　文部科学省中央教育審議会 専門委員 初等中等教育分科会委員（平成 27年）
　　長期宿泊体験活動の受入先による学校支援の役割に係る事例調査委員長
　（文部科学省平成 30年度いじめ対策・不登校支援等推進事業「学校教育における長期宿泊体験活動の導入促進に関する調査研究」委託業務）

●「東安中学校 神子研修」の取組
　岐阜県の西濃地区にある本校は、第２学年
において福井県の若狭町神子地区で宿泊を伴
う漁村体験をしています。神子地区の 10軒
ほどの民宿に宿泊し、漁師さん、女将さん方
とふれあいながら海での体験学習をしていま
す。この神子研修は平成 10年から始まり 20
年以上続いています。何故 20年も続いてい
るのかという視点で活動の様子をもとにお話
します。

●「一般社団法人ふるさと体験飛騨
高山」の取組

　ふるさと体験飛騨高山は、旧 10市町村の
広域にわたる多様な資源やそれらを活かした
体験プログラムを中心に次世代を担う子ども
達の学習や校外活動の一分野として安全かつ
有意義な農山村体験の提供を行なっています。
　体験民宿や果樹園、旧校舎を改築した体験
施設など多彩な受入施設で中心部の観光とも
連携させながら、都市部の人たちの受入れや
インバウンドにも取り組んでいます。

●「一般社団法人近江日野交流
　ネットワーク（日野町商工観光
課支援）」の取組
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は、近江商人
の「売り手よし　買い手よし　世間よし」の
教えに倣い、訪れる子どもたちの個々の生き
る力を育む体験交流に取り組んでいます。
　受入家庭の生業や農村のありのままの暮ら
しを受入家庭とともに体験し、心の交流を深
めていただきます。「体験すること」が目的
なのではなく、体験を通した交流により、人
としての成長を促すことが何よりも大切なこ
とだと近江日野田舎体験では考えています。


